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観光学部設置に至る経緯

2004(H16).5月末 学長による観光学部設置構想の発信

2004(H16).7月 第１回文部科学省交渉（計13回）

2006(H18).6月 経済学部 観光学科設置申請

2007(H19).4月 経済学部 観光学科設置

2007(H19).6月 観光学部設置申請

2007(H19).12月3日 観光学部設置認可

2008(H20).4月 観光学部設置
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「観光学部」設置の趣旨･必要性

法人化後の大学の基盤強化(総合大学化構想)

地域再生・地域振興への貢献

大学の個性化・ブランド化

オンリーワン分野の構築

《未来型高等教育システム》の開発

県内高等教育機関の整備
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なぜ学科でなく学部なのか？

◆教員組織の充実・拡大を図るため

【なぜ？】ⅰ人材育成 ⅱ 観光学の確立 ⅲ 地域貢献

◆ 大学のアピールを強めるため

◆ オンリーワン分野の確立

【観光関連教育・学術機関】（当時）

大学は１つ

学部は５つ

学科が３０前後

国立大学法人では学科が２つあるのみ

専門職大学院

北海道大学

立命館アジア太平洋大学に設置（大分別府）

⇒学部設立は国立大学法人では、
和歌山大学(観光学部)と
琉球大学(観光産業科学部)の二つ
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観光学部の概要

(1)学科から学部へ

観光経営コース
エグゼクティブ
プロデューサー

地域再生コース
プランナー

地域再生学科
プランナー

観光経営学科
エグゼクティブ
プロデューサー

魅力ある日本文化の
発掘･再生･創出

観光文化
コミュニケーター

観光の戦略化と
そのトータルマネジメント

魅力ある地域空間の
創造と活性化
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観光学部の概要

(2)人材育成に応じた学科構成

◆観光経営学科
概要

観光産業の経営

集客交流のマーケティング

ホスピタリティー

人材育成モデル

観光プロデューサー

観光エグゼクティブ

◆地域再生学科
概要

観光振興によるまちづくり・地域再生

人材育成モデル

観光地域プランナー

◆観光文化講座（共通講座）
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観光学部の概要

(4)特色ある教育システム

概念図
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観光学部の概要

(4)特色ある教育システム

◆教養力，コミュニケーション力の醸成
◆リベラルアーツの充実と情報処理能力の習得
◆完全なセメスター制とGPA制を実施する
◆３年次卒業および学部・大学院の一貫教育を可能にする
◆エクステンション講座の開設
◆インターンシップの義務化や海外インターンシップの実施

◆ e-learningシステムによる海外大学とのDistant授業
◆充実した専門的能力の譲成
◆外国語による講義の導入
◆その他
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観光学部の概要

(5)研究上の特色
①様々な領域・分野と関連するのが観光学
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観光学部の概要

(5)研究上の特色
②多様な分野の研究者集団

経済分野 ２ 文学分野 ２

経営分野 ６ 音楽分野 １

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ分野 ２ 天文分野 ２

会計分野 １ ﾃﾞｻﾞｲﾝ分野 １

法律分野 １ その他 ２

環境分野 １

農業･林業分野 ２

情報分野 １

地域防災分野 １
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観光学部の概要

(5)研究上の特色
③徳永文部科学省大臣官房審議官(高等教育局担当)(当時)提唱

による未来型教育システム

海外大学
観光関連学部・学科

国内大学
観光関連学部・学科 和歌山大学

学 内
他学部・他学科

配信 配信

コンテンツの
所在情報の集積

コンテンツの
所在情報の集積

リ
ソ
ー
ス

文化・社会学的な観点からのアプローチも含めた幅広い分野から構成される観光学の形成
とそれらを学生に対して適切に提供するためのリソースの収集と配信システムの確立
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観光学部の概要

(6)実践的な英語教育と国際プログラム
◆｢観光｣と直結した英語運用能力を、体系的に習得するカリキュラム

英語エクステンション講座の組み立て
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コミュニケーションⅠ、Ⅱ コミュニケーション Ⅲ、Ⅳ

（Tourism) （Tourism)

TOEFL Ⅰ TOEFL Ⅱ

TOEIC Ⅰ TOEIC Ⅱ

コミュニケーション Ⅴ コミュニケーションⅥ

(Presentation) (Presentation)

TOEFL Ⅲ TOEFL Ⅳ

TOEIC Ⅲ TOEIC Ⅳ

１年生前期 １年生後期 （１週間４コマ）

２年生前期 ２年生後期 （１週間３コマ）



観光学部の概要

(6)実践的な英語教育と国際プログラム

◆観光学部関連海外大学協定
オーストラリア：カーティン工科大学、クイーンズランド大学

フランス ：ユーロメッド・マルセーユ、パリ・ディドロ大学

イギリス ：サリー大学

アメリカ ：セントラルフロリダ大学、ハワイ大学

中国 ：東北財経大学、山東大学

マレーシア ：マラ工科大学

スペイン ：サラゴッサ大学

イタリア ：ボッコーニ大学

◆留学をはじめ国際プログラムの充実

◆観光ニーズの高い中国語・ハングルも学習
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観光学部の概要

(7)日本文化を学ぶプログラム

日本の伝統文化や芸能をはじめ、

「日本」を伝える知識と能力を習得

◆伝統芸能論
◆着物文化論
◆茶道論（表千家・裏千家）
◆華道論
◆日本語作法Ⅰ・Ⅱ
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観光学部の概要

(7)日本文化を学ぶプログラム

着物文化論

茶道論

華道論
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観光学部の概要

(8)その他、観光学部の特色

◆幅広い教養教育
リベラルアーツを重視した、教養・基礎教育を展開

◆インターンシップ・実習の充実
国内外でのインターンシップを、全学生が体験するプログラ
ム（ハワイ大学との連携によるインターンシップ →別紙１）

◆高度なIT教育
システム工学部の教育実績に基づく、IT教育を徹底して実施
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志願者・入学者状況

志願者数： 680名

入学者数： 80名

※埼玉県・山梨県を除き全国から

都道府県別入学者数ベスト５

和歌山県 30.0%

大阪府 27.5%

京都府 3.8%

鹿児島県 3.8%

富山県・静岡県・愛知県・岡山県・広島県 2.5%

※30道府県から

１６
観光学部の概要

(9)入試状況
①2007(H19)年度観光学科の状況



観光学部の概要

(9)入試状況
②2008(H20)年度観光学部の志願状況について
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１９
観光学部の概要

(9)入試状況
③2009(H21)年度観光学部の志願状況について
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観光エグゼクティブ・プロデューサー

観光・地域プランナー

～ひろがる進路の可能性～

旅行関連産業

ベンチャー企業の創設

国際機関・企業

行政や地域づくり団体など

観光学部の概要

(10)卒業後の進路
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大学(観光学部)の役割

大学・観光学部

教 育

観光人材の輩出

研 究

観光学の確立

※観光産業の振興

※地域再生の推進とそのモデル構築

※観光の学問体系の確立

※その他
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政府・政界からの支援
国会議員

二階俊博氏 衆議院議員・経済産業省大臣
鶴保庸介氏 参議院議員
竹中平蔵氏 慶應義塾大学教授（元参議院議員・総務大臣）
他の県選出議員の支援

文部科学省（本学来学者・職位は来学時のもの）

伊吹文明氏（文部科学大臣）
結城章夫氏（文部科学省事務次官）
清水 潔氏（文部科学省高等教育局長）
徳永 保氏（文部科学省大臣官房審議官（高等教育局担当））
藤原 誠氏（文部科学省高等教育局法人支援課長）

国土交通省
「観光未来プロジェクト」に採択
谷口博昭氏 国土交通省技監からのシンポジウム支援
柴田耕介氏 国土交通省国土交通審議官からの支援

経済産業省
集客交流人材のあり方

県議団
「観光学部（仮称）設置」支援議会決議、国に陳情（H17.7.7)
自民党・公明党 県議団の支援
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地域からの支援

新学部創設の支援組織

❖「和歌山大学観光系学部設置促進協議会」設立

和歌山県・ 和歌山市・県商工会議所連合会・県観光連盟

❖「和歌山大学観光学部設置促進期成同盟会」結成
和歌山県内 25団体

新学部設置の要望書
和歌山県・和歌山市・商工会議所

様々な支援
和歌山県（平成17年度700万円）署名活動

商工会議所婦人部会による署名運動

文部科学省への陳情（H17.6.9 徳永審議官訪問）

知事からの積極的支援
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産官学の協力支援

国際シンポジウム（H17.5.28）

《21世紀型観光を展望する》

二階俊博 元運輸大臣・衆議院議員 （当時）
竹中平蔵 内閣府特命担当大臣(経済財政政策)/郵政民営化担当・参議院議員（当時）
和歌山県知事、和歌山市長
徳永保 文部科学省大臣官房審議官（高等教育局担当）（当時）
地元企業からの財政支援

株式会社島精機製作所
ノーリツ鋼機株式会社
株式会社オークワ

観光シンポジウム（H18.12.9）

《観光立県和歌山の扉を開く

～和歌山大学観光学科新設への期待～》

観光学科開設記念式典及び国際シンポジウム（H19.6.2）

《観光を科学する》

観光シンポジウム（H19.12.16）

《和歌山の観光のこれからを考える

～和歌山大学観光学部開設を記念して～》
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